
       

 

 

 

 

 

 

５年 高橋さん、佐藤さん、「高校生平和大使」として活躍！ 

「高校生平和大使」は、例年、札幌市や長崎市で街頭署名を行うとともに、全国から選

出された高校生 20名がジュネーブにある国連欧州本部軍縮会議に参加するというもので

した。今年度はコロナ禍の影響によりジュネーブへの派遣は中止。北海道の代表 3 名の

うち、本校から参加した 2 名：佐藤里菜さん・高橋希花さんが 12 月に広島で行われた会

議に出席してきました。高橋さんからの報告です。 
 

「高校生平和大使 広島研修を終えて」 

5 年 高橋 希花 
 

 12 月 17 日から 19 日まで、広島にて第 24 代高校生平

和大使結団式と平和学習をしてきました。結団式では、

広島平和記念資料館元館長であり被爆者である原田

浩さんからお話をしていただきました。写真だけでなく、被

爆者の方の言葉の一つ一つに強い思いを感じました。「被爆体験という原点を忘れてはならない。被

爆が決して次の世代にあってはならない。広島を考えることは、平和に対して責任を持つことだ」と話

されていました。私は被爆者の方が過去を思い出すのも辛い中、私たちのような未来の世代のため

に最善を尽くし、前に進もうとする姿に圧倒されました。 
  
 19 日は、広島平和記念公園にて献花やフィールドワークを行いまし

た。異なる県の人とグループになり、広島の高校生がガイドをしてくれま

した。原爆ドームはそこだけ時が止まっているかのように、瓦礫などがそ

のままありました。資料館では、当時の被害風景を映した写真や絵は

もちろん、被爆した方の衣服やお弁当箱なども展示されていました。最

初の方は写真を撮っていたのですが、だんだんと写真を撮る気が失

せ、亡くなった方と残された家族の一人一人の文を読むうちに、涙が

出てきました。戦後 77 年経ちますが核兵器の恐ろしさや、これが日本で起きたのだという現実を改

めて突きつけられました。そして日本は唯一の戦争被爆国として被害者目線で語られるだけではな

く、日本も中国や韓国に残虐な被害を与えた加害者であることを忘れてはいけないと、被爆者や広

島の高校生は話していました。 

 研修を通して、歴史を多角的に学ぶことが大切だと考えました。核兵器に関しても、なぜアメリカは

その決断をしたのか、被爆者は何を感じたのか、その他の国の反応や支援はどうだったのかとどこか

一つの視点に固執するのではなく広い視野で考えることで、歴史をただ学ぶのではなく考えることに

つながると思います。今後の歴史の授業で今回の学びを活かしていきます。 
  
 北海道では高校生 1 万人署名活動を大通

公園と室蘭で行いました。冬休み明けに新札

幌でも署名活動を行う予定です。 

署名活動ボランティアをいつでも募集している

ので、興味があれば声をかけてください。 

（報告は 12 月のものです） 
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高校生・世界の架け橋養成事業：北欧青年交流 2021（オンライン）  
 

北海道国際交流・協力センター(HIECC)主催の標記事業に、本校から今井想大さん（4 年）、白

戸こころさん（5 年）が選ばれ（全道から 5 名のうちの 2 名が開成！）、スウェーデンの高校生と英語

による交流を行っています。 
 

【交流内容】 

1 回目（1 月 28 日）：両国の国や地域、学校などの紹介をパワーポイントスライドにまとめて発表 

2 回目（2 月 12 日）：スウェーデンチームと北海道チーム

に分かれてディスカッション 

3 回目（2 月下旬）：スウェーデンと北海道のミックスチー

ムによるディベート方式ディスカッション 

 

 3 月には、2 回の事後研修を経て、全体報告会が実施さ

れる予定です。彼らの活躍の報告が楽しみです！（写真は

第 1 回目事前研修の模様です） 

 
*オンラインによる様々な交流が始まっています。国際交流コーナーなどの情報をキャッチして、積極的に申し込ん

でみてください。新しい世界が開けますよ！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほか、この夏に実際に留学に向けて準備を進めている開成生徒もいます。 

留学・奨学金に関する情報は随時 1F 国際交流コーナーに掲示しています。こまめにチェックしよう！ 

札幌の姉妹都市ドイツ・ミュンヘン、アメリカ・ポートランドの交流イベントの案内 

① 「第 10 回ドイツ語を楽しむ会～ドイツゲームの夕べ～」 

3/12(土) 17：00 - 18：30 online。4 年生以上対象。 
 
② 「やさしい英語で聞く『行ったつもりでポートランド 2022～自転車に乗って～』」 
3/5(土) 10:30 - 12:00 online。1 年生以上対象。(英語に不安がある人も大歓迎！) 
 
③ 「札幌-ポートランド高校生 WEB ミートアップ」 
3/13(日) 10:30 – 12:00 online。4～6 年生対象。 
 
詳細は札幌国際プラザ イベント HP を CHECK！ 
https://www.plaza-sapporo.or.jp/citizen_j/seminar/#seminar619 

 

カナダの IB 校 Port Moody との交流も盛況！ 

昨年 10 月から月に 1,2 回のペースで、カナダの IB 校である Port Moody 校の日本語クラブとオ

ンライン交流を行っています。お互いの文化を学ぶためにも、日本語と英語の両方を使って交流を

しています。交流テーマとして、11 月、12 月は、お互いの学校生活や趣味、日本のアニメ文化の紹

介、クリスマスの文化の違いなどを、1 月は新年の過ごし方、ウィンタースポーツなどについて参加生

徒はみんな熱心に話していました。 

 

[参加生徒の感想] 

・このようなイベントに初めて参加しましたが、

とてもいい経験になりました。 

・これからの交流会に向けて英語力を高め、

いつかは外国人の方と英語でも問題なくコミ

ュニケーションがとれるようになりたい。 

 

今年度はあと 2 回。2 月 15 日(火)と 3 月 8 日(火)にオンライン交流会が計画されています(とも

に早朝)！ 


